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二
月

一
日
よ
り
五
領
地
区

連
合
自
治
会
が
運
営
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一
五
領
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
構
成
は
ホ
ー
ム
／

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
／
防
災

・
防

犯
／
育
児

・
教
育
／
福
祉

・

介
護
／
歴
史

・
文
化
／
交
流

イ
ベ
ン
ト
／
地
域
活
性
化
／

ブ
ロ
グ
と
多
岐
に
わ
た
リ
ス

マ
ホ
で
も
見
や
す
く
し
て
い

ま
す
ｃ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
日

的
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
通

し
て
魅
力
あ
る
住
み
よ
い

″ま
ち
ク
に
す
る
こ
と
で
す
。

け
五
領
地
区
連
合
自
治
会
は

じ
め
各
種
団
体
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
発
信
し
、
多
く
の
方

の
参
加
を
募
る
こ
と
。

コ
五
領
地
区
連
合
自
治
会
以

外
の
組
織
に
こ
の
ペ
ー
ジ
の

活
用
を
促
し
、
互
い
に
情
報

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
連
携

を
図
り
、
合
言
葉

″
五
領
は

ひ
と
つ
ク
の
絆
を
強
め
る
こ

と
．

日
五
領
地
区
連
合
自
治
会
活

動
報
告
や
防
災
情
報
な
ど
、

重
要
な
情
報
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
Ｇ

四
五
領
地
区
に
関
連
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば
芸
術

・
文
化
活

動
な
ど
の
紹
介
を
広
く
行
う

こ
と
。

こ
の
五
領
地
区
に
は
連
合

自
治
会
に
加
入
し
て
頂
い
て

い
な
い
自
治
会
や
自
治
会
組

織
の
な
い
地
区
に
お
住
い
の

方
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
方
々
や
若
い
世
代

の
方
た
ち
に
地
域
情
報
を
発

信
し
て
、
私
達
の
自
治
会
活

動
や
各
種
団
体
の
活
動
に
参

画
し
て
頂
け
れ
ば
と
願

っ
て

い
ま
す
。

（五
領
地
区
連
合
自
治
会

会
長
　
上
田
　
博
夫
）
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∠ヽ′ノ

令
和
元
年
度
連
合
自
治
会

の
主
な
行
事
と
取
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

昨
年
五
月
十
二
日

「
第

二
十
五
回
五
領
地
区
連
合
白

治
会
定
期
総
会
」
が
開
催
さ

れ
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業

報
告
、
同
決
算
報
告
並
び
に

監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

役
員
改
選
で
は
、
会
長
に

上
田
博
夫
、
副
会
長
に
西
村

武
、
塚
本
典
浩
、
梶
村
正
俊
、

事
務
局
長
に
柳
田
元
、
会
計

に
北
浦
寿
の
各
氏
が
選
任
さ

れ
、
顧
間
に
高
須
賀
嘉
章
、

清
田
芳
博
、
谷
川
秀
次
、
参

「
五
領
小
学
校
前
交
差

点
の
信
号
機
」
が
歩
車

分
離
信
号
機
に
改
善

（令
和
二
年
十
月
予
定
）

与
に
前
田
利
夫
の
各
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画
案
、
同
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
防
災

・
防
犯
活

動
、
環
境
美
化
活
動
の
推
進
、

五
領
ふ
る
さ
と
祭
り
、
健
康

づ
く
り
活
動
、
五
領
文
化
展
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
上
げ
と

い
っ
た
計
画
を
審
議
し
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

け
つ
け
た
濱
田
市
長
や
市
民

会
議
議
長
か
ら
挨
拶
を
受
け

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
、
軽
音
楽
、

ダ
ン
ス
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第

二
部
は
靖
月
会
、
高

槻
江
州
音
頭
保
存
会
の
メ
ン

た
ｃ学

校
等
か
ら
の
改
善
要
望

を
受
け
、
連
合
自
治
会
長
、

３
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
連
名
で
高

槻
警
察
署
に
改
善
要
望
を
提

出

し
ま
し
た
ｃ

そ
の
後
、
高
槻
警
察
署
、

大
阪
府
警
本
部
と
交
渉
、
立

会
を
行
う
と
と
も
に
、
校
舎

屋
上
か
ら
定
点
撮
影
に
よ
る

危
険
度
分
析
を
示
す
な
ど
し

七

月

二

十

七

日

一
第

二
十
三
回
五
領
ふ
る
さ
と
祭

り
が
、
五
領
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
開

催
前
に
雨
が
や
み
第

一
部
は

体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
駆

昨
年
四
月
か
ら
国
道
百
七

十
一号
線
に
府
道
十
三
高
槻

線
が
合
流
し
変
則
的
な
十
字

路
交
差
点
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
信
号
が
青
で

本
年
度
も
地
域
の
安
全
に
向
き
合
っ
て

児
童
や
生
徒
、
一般
住
民
が

横
断
歩
道
を
渡
る
際
、
十
三

方
面
か
ら
の
右
折
車
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
横
断
歩
道
が
死
角

に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
危

険
な
交
差
点
と
な
り
ま
し

バ
ー
の
音
頭
に
の
っ
て
盆
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

模
擬
店
は
子
ど
も
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
、
祭
り
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

十

一
月
十
日
、
上
牧
小
学

た
結
果
、
大
阪
府
警
本
部
よ

り
大
阪
府
で
初
採
用
と
な
る

「
押
し
ボ
タ
ン
式
に
よ
る
歩

車
分
離
信
号
機
」
へ
の
変
更

回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

通
学
路
街
灯
設
置

五
領
小
学
校
通
学
路
街
灯

設
置

（新
幹
線
ガ
ー
ド
下
を

照
明
）
三
箇
所
を
高
槻
市
に

要
望
し
、
令
和
元
年
十
二
月

に
三
箇
所
の
内
一箇
所
の
設
置

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
で

「健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
上
牧
小
学
校
開
放

運
営
委
員
会
と
の
初
め
て
の

共
催
で
行

い
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ビ
ン
ゴ
、

輪
投
げ
に
加
え
、
卓
球
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ト

が
実
現
し
ま
し
た
。
残
り
の

二
箇
所
は
引
き
続
き
検
討
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。

ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
競
技
が
あ

り
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
健
康
推
進

リ
ー
ダ
ー
よ
る
体

ス
キ
ャ

ン
、
血
圧
計
を
使
っ
た
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
七
十
名
が
参
加
し
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
十
回

「五
領
文
化
展
」

を
、
二
月
二
十
九
日
、
三
月

一
日
に
わ
た
り
五
領
公
民
館

で
以
下
の
内
容
で
開
催
す
る

予
定
で
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

☆
風
雅
彩
々
あ
―
と
ギ
ャ
ラ

絵
画
、
水
墨
画
、
書
道
、

写
真
、
陶
芸
、
手
芸
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
生
け
花
、
絵
手
紙
、

五
領
中
学
校
、
五
領

・
上
牧

小
学
校
、
五
領

。
上
牧
幼
稚

園
な
ど
の
出
品
。

☆
演
舞
朗
々
ら
い
ぶ
ス
テ
ー
ジ

大
正
琴
、
争
、
尺
八
、
詩

吟
、
民
謡
舞
踏
、
大
鼓
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
合
奏
、
三
線
、
コ
ー

ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

■
ヽ
■
一一
■
■
■
一■
一■
一一
一〓
一■

五
領
ふ
る
き
ど
纂
班
一

一
一
一
一
一一
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一
一
■
■
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一■
一
一
■
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防災講座令
和
二
年
一月
十
九
日
、
五

領
公
民
館
、
高
槻
市
赤
十
字

奉
仕
団
五
領
分
団
と
の
共
催

に
よ
り
五
領
公
民
館
に
て
防

災
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

赤
十
字
防
災
啓
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
指
導
員
に
よ
り
二
部
構
成

で
行
わ
れ
た
講
義
に
は
、
寒

い
中
、
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
高

須
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議

議
長
、
自
治
会
代
表
者
を
含

め
参
加
者
八
十
一名
と
い
う
多

数
の
方
が
熱
心
に
楽
し
く
防

災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

一部

講
義

「風
水
害
」

講
義
の
中
で
は
、
淀
川
の

決
壊
、
槍
尾
川
の
決
壊
、
内

水
氾
濫
の
時
の
浸
水
度
合
を

高
槻
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

確
認
出
来
ま
し
た
ｃ
被
災
し

た
時
に
は
、
停
電

・
断
水
な

ど
が
考
え
ら
れ
、
ト
イ
レ
は

と
て
も
重
要
で
あ
る
と
の
説

明
で
し
た
。

サ
ラ
ダ
油
を
使
っ
た
ロ
ウ
ソ

ク
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
使
っ
た

止
血
方
法
や
６
名
の
腕
で
担

架
を
作
り
搬
送
す
る
方
法
な

ど
、
実
技
を
学
び
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
五
領
地

区
に
は
水
害
が
発
生
す
る
前

に
、
事
前
に
避
難
す
る
場
所

が
な
い
こ
と
が
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

真
剣
に
行
政
を
交
え
て

「事

前
に
避
難
で
き
る
場
所
の
確

保
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取

組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

な
お
、
当
日
参
加
さ
れ
た

方
に
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
概
要
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。

バンダナを使った止血

サラダ油国ウツク

璃黎鱚`

人による担架搬送訓練    雑誌・バンダナによる脇固定

二部 実技
「身近なものを
使った応急処置」

<アンケート結果の概要>

受講人数 :81人、回収枚数 :71人

∧
評
価
コ
メ
ン
ト
Ｖ
・
質

問

内
容
も
答
え
も
よ
か
っ
た

。

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た

。
具
体
的
な
弁
償

・
笑
い
も

交
え
て
う
ま
い
話
術
で
し
た

平
成
三
十
年
に
作
成
し
た

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用

い
て
、
平
成
三
十
一年
二
月
十

日
高
槻
市
全
域
大
防
災
訓
練

に
参
加
し
、
そ
の
後
の
訓
練

検
証
の
結
果
三
十
五
件
の
課

題
が
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
次
の
も
の
を
新
た
に
作

成
し
、
避
難
所
運
営
に
備
え

ま
し
た
。

【五
領
地
区
】
避
難
所
運
営

組
織
図
＆
活
動
手
順
書

。
地
区
住
民
の
発
言
と
問
題

共
有
の
場
と
な
っ
た

。
楽
し

く
わ
か
り
や
す
く
説
明
も

あ
り
良
か
っ
た
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
運

営
を
行
う
上
で
、
主
な
手
順

書
を
定
め
た
。

↓
受
付
＆
避
難
者
誘
導

。
避

難
所
環
境
整
備
手
順
書

⇒
非
常
食
炊
出
し
＆
配
膳
手

順
書

∋
救
援
物
資
受
入

・
保
存
＆

配
給
手
順
書

四
情
報
収
集

・
伝
達
手
順
書

０
要
配
慮
者
支
援
手
順
書

対
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
受
入
サ
テ
ラ

イ
ト
設
置
＆
運
用
手
順
書

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
完
成

性  別 男性  549% 女性  451● o

年  代

10代    0%
30代    0%
50代   28%
70代  549%
無口答  14%

20イt
40イt
60千ヽ

80代

0%
5.600

21.1%

14.1%

住  所
地域内 930% 地域 ,卜  4200
無回答  28%

ソース

講座情報
広報誌 338%
ポスター 169%
知人から394'6

チラシ  183%
ホームページ 0%
その他 113%

評  価

とてもよかった

よかった

よくなかった

無回答

704 、

2689`

0%
28%



令和2年 3月 25日 (4)

こ
の
ベ
ー
ジ
で
は
連
合
自

治
会
が
参
画
す
る
団
体
の
行

事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
防
犯
委
員
研
修
会

九
月
十
九
日
、
防
犯
委
員

研
修
会
が
、
高
槻
市
現
代
劇

場
で
行
わ
れ
、
関
西
国
際
大

学
中
山
誠
教
授
か
ら

「特
殊

詐
欺
　
何
故
だ
ま
さ
れ
る

か
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ

り
五
領
支
部
か
ら
代
表
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
演
内
容

は
、
「詐
欺
の
手
口
」
「だ
ま

さ
れ
る
側
の
心
理
状
態
」
及

び

「防
止
対
策
」
で
、
専
門

分
野
か
ら
の
話
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

▼
全
国
地
域
安
全
運
動

十
月
十
日
、
「全
国
地
域

安
全
運
動
高
槻
市
・島
本
町

日
赤

の
活
動

▼
献
血
活
動

地
域
献
血
を
九
月
十
四
日

金
光
大
阪
中
学
校

・
高
等
学

校
及
び
六
月
二
十
日
、
十

一

月
三
十
日
イ
オ
ン
高
槻
店
に

献
血
車
を
迎
え
献
血
推
進
活

動
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
阪
急
高
槻
市
駅
ミ
ン
グ

前
で
の
献
血
で
は
献
血
委
員

大
会
」
が
、
高
槻
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
防

犯
委
員
の
代
表
が
参
加
し
ま

し
た
。
活
動
は
、
Ｃ
子
ど
も

の
犯
罪
被
害
防
止
②
女
性
の

犯
罪
被
害
防
止
③
特
殊
詐
欺

の
被
害
防
止
等
の
５
点
。
第

１
部
の
式
典
の
後
、
関
西
大

学
中
高
等
部
に
よ
る

「防
犯

寸
劇
」
「
合
唱
」
「
吹
奏
楽
」

「
大
会
宣
言
」
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
歳
末
防
犯
警
戒

に
よ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
に

よ
る
街
頭
広
報
に
協
力
し
ま

し
た
。
輸
血
は
百
％
献
血
に

頼
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
管
外
視
察
研
修

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
た
岡
山
県
倉
敷

市
真
備
町
の
視
察
研
修
に
参

加
。
テ
レ
ビ
報
道
の
水
没
し

た
ま
び
記
念
病
院
や
そ
の
他

各
自
治
会
を
拠
点
に
、
十

二
月
二
十
九
日
、
三
十
日
を

中
心
に
、
歳
末
防
犯
警
戒
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
中
心
拠

点
の
、
五
領
住
宅
集
会
所
に

は
、
高
槻
市
、
高
槻
警
察
署
、

防
犯
協
議
会
役
員
の
激
励
の

訪
間
が
あ
り
ま
し
た
。

の
景
色
は
、
河
川
内
の
改
修

工
事
を
除
き
被
災
の
痕
跡
は

見
ら
れ
ず
復
興
し
て
い
ま
し

た
。
河
川
に
囲
ま
れ
た
町
と

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
よ
る
迫

力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

始
ま
り
、
小
学
生
の
可
愛
い

歌
声
、
中
学
生

・
高
校
生
の

吹
奏
楽
に
加
え
、
今
年
初
と

な
る
金
光
合
唱
部
の

「情
熱

大
陸
」
熱
唱
、
島
本
第

一
・

第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
参

加
も
あ
り
、
テ
ー
マ

「音
で

つ
な
が
る
五
領
の
絆
―
き
ず

な
―
」
が

一
回
り
太
く
な
り

ま
し
た
。

健
康
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
活

動
と
し
て
、
調
理
実
習

「夏

の
健
康
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
か
ら
」
が
七
月
二
十

九
日
、
五
領
公
民
館

・
料
理

実
習
室
に
お
い
て
、
高
槻
市

の
栄
養
士
の
指
導
の
下
、
二

十
四
名
が
楽
し
く
料
理
し
、

い
う
印
象
で
こ
の
五
領
地
区

と
地
形
的
に
似
て
い
て
他
人

事
と
は
思
え
ず
、
防
災

へ
の

取
組
み
が
重
要
と
強
く
感
じ

ま
し
た
．

▼
社
資
募
集
の
報
告

本
年
度
も
各
自
治
会
の
ご

協
力
に
よ
り
五
十

一
万

一
千

六
百
九
十
九
円
集
ま
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ

ヽ
」
い
。

皆

で
美
味

し
く
頂
き
ま

し

た
ｃ十

一
月
二
日
三

第
二
十
三

回
親
子
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
五

領
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
飲
食

コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
ー

ム
な
ど
多
く
の
模
擬
店
が
出

さ
れ
、
連
合
自
治
会
か
ら
は

恒
例
の

ク綿
菓
子
ク
で
参
加

し
ま
し
た
。
青
空
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
今
年
は
プ

ロ
な
わ
と
び
プ
レ
ー
ヤ
ー
生

山
ヒ
ジ
キ
さ
ん
を
招
き
、
凄

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
わ

と
び
教
室
で
大
満
足
の

一
日

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
教
育
協
議
会

令
和
元
年
六
月
十
四
日
、

総
会
を
開
き
、
事
業
計
画
と

予
算
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

協
議
会
に
は
、
各
学
校
園
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か
、
地
域
団
体

と
し
て
、
連
合
自
治
会
、
福

祉
委
員
会
、
青
健
協
、
民
生

委
員
、
防
犯
協
議
会
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
が
参
画
し
て
子
育

て
や
、
人
権
学
習
等
の
支
援

事
業
の
ほ
か
、
新
た
に
芝
生

育
成
支
援
事
業
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
ｃ

各
種
支
援
事
業
を
終
え
、

三
月
に
は
、
広
報
誌
も
発
行

し

一
年
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
ｃ

表

　

彰

九
月
二
十
八
日
、
高
槻
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
第
二
部

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
退
任
さ
れ
た
田

所
順
子
氏
が
退
任
表
彰
を
う

け
ま
し
た
。

五領地区連合自治会だより

∩Ｍ
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「
第
十
八
回
ホ
ワ
イ
ト

コ

ン
サ
ー
ト
が
、
十
二
月
二
十

二
日
、
金
光
大
阪
中
学
校

・

高
等
学
校
体
育
館
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
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